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巻頭言

「思索と情熱を」

玉田敬次

：； 数年前，世界盲人福祉協話会を終えて帰因された岩庶英行氏は， 世界の実情を見

＇閣し．日本の現状を考えて「日本の 百人は先ず人聞になることと． 印度なみの生活

をすることを目揉にしたい」と惑想を語 られた。 私はこの話を聞いて少なからず

后撃を受けた。しかしよく考えてみるとそのとおりだと思う。

＆ ・人間になることを目標にすると云えば． 疫を返せば日本の百人は人閻並の生活を

空していないということにたる。印度と云えば食税の深刻な危滉と貧困と病気の因で

:.、•ある。世界の工業生産の第三位を占め． 経済．文化とも翌かな先進国並になってい
；芦 ：日本が，後進性に苦しんでいる印度を目栖にとはどう云うことなのだろうか。そ
哀・
,"れは恐らく，日本においては百人は屯実上三療 （裟， 灸 ，あんまマッサージ）の仕

し・・事にしかつけないという職業選択の自由が失われているということに起因するもの

,•' と思う。

賓，今年開かれた，アジア盲人福祉会議に出席された埼玉百の福田守夫氏もアジアの

如 青を見聞して「アジアの諸国は産業 ，文化，宦教育などの点に戌しては確かに遅

しれているが，教育哲学，盲教育理念は日本よりはるかに進んでいる。その実例とし
5 ・’ 
）て百人が普通学校で学ぷ合併教育がすでに行われており，百人が普通学校の教師を

••したり．他の識業にも従事している」と同じ課題を指摘 しておられる。

呵 日本の官人が三・伊茉に従事し，かなりの収入を得て自活していることは恵まれた

江 いことであり，それ自体は感謝して受けとめなければならない。ただそれが多く

ダ痴業の中の一つであれば問題はないが， 事実上その職業にしか従事出来ないとい

うことに問顆がある。

• その解決策として，今迄の盲界は他の職業を与えて黄 うことや ， 或ぱそのかわり

に経済援助などの陳惰ゃ要求ばかりしているように思う。それも大屯なことではあ

J豆•しかし要求する形の中からは本当のものや，成就ということは生まれてこな
:‘.0ではどうすれば成就するだろうか。

乞． ー 1-



私ば百人の峨菜が三党芙だけ1こ閉ざされてし まっ た現状が ，どこから来たのかそ

の過去の歴史をたどり ，その歴史を第密にとらえることによってその原因を探 し出

し ，その原困 ，がどうすれば辞消するかを客咲的に明らかにすることが必要だと思

う。 それなくしてはこの問題の学決は生 まれてこないのではないだろうか。

その分折研究に当って今迄の百界では ．単なる思いつきや惑党的．或は主親的な

荏験 からの意見が多いよう に思 うが．そうではなくすべての人を納得させ得るよう

な科学的研究や ，それこ基づく 深い思索がなければならない。多くの導門家を有する

文月会こそそれをなし褐る会であ り．それが文月会に与えられた使命であると思う。

第 2に市酒が成就するかしないかは，その項に対して憎熱を持つか ，持たないか
にかかっている。 文月会の会負はそれぞれに職業を持ち ．忙 しい生活を送っている。

その余暇に文月会の活動に参与 しているo 従って文月会の活動に多く の時間と労
力をさき．それに染中することはお互に困難である。私も牧師の職にあるために．

毎年日睛 日に芦かれる例会に欠席することが多く申訳なく思っている。それにもか

かわらず会目の一人一人が惰熱を燃やすことなしには盲人問題の解決はあり 得ない

と考え，また，自分にも云い曲かせている。

惰熱を燃やすとしても． 1人 1人がばらばらに燃やすのでば何にもならない。
一人の人間が社会を動かす個人プレーの時代は終 った。現代は多くの人が力を合わ

せる共同 と連体によって平柄が形成される。その・意味で多くのずぐれた人材を有す

る文月会が．百会の僕 となって百人問四の克服 と解決のために，ますます力をあわ

せて会の活動に参与されることを希望する。

（笙者は芦屋三条教会牧師・本会会員 ）

職 種 開 拓 ヘ の 挑 戦

永•井 昌 彦

イギリスにおける百人の職程別就業状況は次の通りである~o （註 1)

第 1表 イギリスにおいて厄用されている百人の報業。
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立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。
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ここに 宅閑~-fa. 「 新峙代 」 第 9 号をお届 9ナ します。 痴災0) 不手際か ら発行が予定よ

り遅れま したこと を、深 くお詫びいた します。 今回は甜集委且に大上、・中野、永井 ，

竹内 ，王田の，iも氏 と私 （商怜 ）が当 り．社復!h万計について話合いました結果 ，「盲

人の可能 」について午ケ1的いたしました。

閉任者の間で古 くから盲人の活識芙開拓がさけばれながら一向に解決していない

現1口をみるときに ，その問類のむずかしさを感 じないわけにiまいかない。しかし，

果 して関係者はと れほとの芍力と配慮を払ってきただろうか。 百学校の新職業課程

にしても 画 ー 的な指と3教育である。これも ，困謬さないしは ．情をや教育が目的なら

ともかくも ，正茉 とするには諏種にしても、指；う方法にしても検討の必要がある。

賄ーの正業 と思われる ．ピアノ詞律も脱落者が何人か出て， 前途多難な惑がする。

「円 」というハンディを持つ者だからこそ． なおのこと 1百人の適正能力を正確に把

据し， それに滴応した職種を指母すぺきなのである。従って， 職能適正研究隈関が

当然担戚されていなければならない。 個性にマッ チした報業についてこそ人間とし

ての生甲斐も感 じ ．職業にお付る正百の壁は無くなるのだと 確信する。ご執筆願っ

た滓氏はそれぞれの分野で正試者に互して立派に活沼 している。この皆さんの体験

を通してのご窓見は塩誼であり， 職域の拡大を顔 う私たちにとって大きな．示唆

を与えてくれることは間違いない。 拒数の関係で小数の方にのみ ，ご執箪頴ったこ

とはかえすがえすも残念だった。

なお．「 点字版 」に限 り• 製本の都合で「 例会報告 」なと 会からのお知らせは

「別冊 」としましたのでご了承 ください。 最後に皆さまのこ健康 とご多幸をお祈り

して拍を限き ます。 (:U者は本会代表委員 ）
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